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となられております．その後，1999 年に Brigham 
＆ Women’s Hospital, Harvard Medical School に
リサーチフェローとして約 2年間ご留学されていま
す．2001 年に当放射線医学教室に助手として戻ら





















































































































































































































































































するとこの写真の Ferenc A Jolesz 先生，Harvard



































































































































の 1 枚ずつの画像を fusion していたのですが，


















た．これをまとめて，3D MRductography と 3D 



















































































































　以上，ざっとこの 30 年間の乳腺MRI で研究して
きた内容をお話させていただきました．どうもあり
がとうございました．
○司会　ありがとうございました．ここで，せっか
くの機会なので，ご質問を受けさせていただければ
と思います．ご質問はございますでしょうか．自分
からですけれども，発表の中で，MRductography
のお話があったかと思うんですが，ガイドラインで
は C1 ということで，用いてもよいという記載に
なっていたかと思うんですけど，現在の実際の実臨
床では，今はまだ，何て言うんでしょう，いわゆる
侵襲的な通常の ductography っていうのは，当院
ではやっているんでしょうか．
○廣瀬　もうやっていないです．乳汁分泌の患者さん
の乳管内病変を探すという意味でのMRductography
はやっています．
○司会　MRI としてやっているという・・・
○廣瀬　MRductographyはやっていますけれども，
普通の ductography はもうやっていません．
○司会　わかりました．ありがとうございます．そ
れでは，どうもありがとうございました．それで，
お花を持ってきてくださっている科もあるようです
ので，引き続き，お花の贈呈に移らせていただけれ
ばと思います．それではお花を持ってきている方，
すいませんが前にお持ちいただいて，すいません，
所属というか，を教えていただければと思います．
